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８月５日、横浜地本工務職場の仲間と共に、待避遅延が全国的連続して発生 

しているなか。直轄で連続して発生した横浜地本と待避遅延について議論をし 

てきました。 

6/24『南武線 矢向駅構内 作業員が列車進来を認識せず、作業通路を横断し 

た事象』 

7/22『横浜線 十日市場～長津田駅間 待避誤り』 

7/25『東海道本線平塚駅構内 保線社員が汽笛吹鳴を受けた事象』 

について、議論を行ってきました。 
 

【特徴的な意見】 

 ・見張員がなぜ、見張業務の傍ら業務に手や顔を出してしまうのか？ 

 ・前方カメラが人身事故の記録から作業員の監視に利用されてしまう。 

 ・連続して建築内に立ち入って入る作業の場合、見張員の立哨位置を指示す 

るのを省略してしまう。 

  ・ＴＣ型列車接近警報装置が鳴っていても、列車が来なければという気持ち 

はある。 
 

※見張員が見張業務に専念できないのは 

なぜか？ 

※ＴＣ列警の使用ルールが守れないのは 

 なぜか？ 

※自分が見張員だったらどうするのか？ 

※ルールの見直し、ＴＣ列警の改善点 

など職場の仲間と議論しよう！！ 
 

 

出された意見を系統別意見交換会に持ち寄って 

私たちが安全で働きやすい保安体制確立に向けて議論しよう！！ 
 



 


